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を求めた。また、壁運動に関しても点数化を行った（Wall motion score）。 
【結果】エコーイメージの悪い3例を除外した対象を心臓カテーテル検査によって得られた結果からLAD狭窄率
≦50％（非狭窄群 25例）、＞50％（狭窄群 25例）の2群に分けた。非狭窄群と狭窄群間で、ドブタミン20
γ、40γ負荷時にβratioは有意差を認めた（2.0±0.34 vs．1.5±0.47 ｐ<0.05、2.7±0.95 vs．1.1±0.51 
ｐ<0.001）が、Wall motion scoreは20γ負荷時には有意差を認めず、40γ負荷時にのみ認めた（1.1±0.44 vs．
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【結果】エコーイメージの悪い3例を除外した対象を心臓カテーテル検査によって得られた結果から左前下行枝
狭窄率≦50％（非狭窄群 25例）、＞50％（狭窄群 25例）の2群に分けた。非狭窄群と狭窄群間で、ドブタミ
ン20γ、40γ負荷時にβratioは有意差を認めた（2.0±0.34 vs l.5±0.47 p＜0.05、2.7±0.95 vs l.1±0.51 
p＜0.001）が、Wall motion scoreは20γ負荷時には有意差を認めず、40γ負荷時にのみ認めた（1.1±0.44 vs 
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